
JMSCAはスポーツクライミング（SC）の普及、選手強化、大会開催など、さらに山岳スキー競技
（SKIMO）　の取り込みで事業は拡大しています。しかし傘下の加盟団体は従来からの土台である
山岳会の高齢化が進み衰退傾向にある一方で各種大会開催、国体参加などスポーツクライミング関
係の事業負荷が大きくなっています。登山とSCの分離が課題とされることもありますが、都岳連SC
局を見ても財政面では独立するのは難しい状況と想像されます。会員数が増えている日本山岳ガ
イド協会、全国山の日協議会は土台となる下部組織はないものの人材を集め、情報発信と山の日
イベント開催連携などに活発に取り組んでいます。
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編集後記
「冬山の気象判断in上高地」開催報告

加盟山岳会紹介・会員番号540　～おいらく山岳会～

山岳スポーツ団体の今後を考える

気象委員会では、1月11日(土) ～ 12日(日)に、「冬山の気象判断in上高地」
を開催しました。
1日目はスノーシューの練習と、机上講習を実施しました。講習ではまず、
実際の天気図を見ながら冬山気象の特徴を学びました。その後、翌日の予想
天気図を見ながら上高地の天気を予想していただきました。天気図では、
太平洋と日本海に弱い低気圧が東進するなかなか予想が難しい状況で、
講師参加者共々悩みました。講師は、「南風となる午前の時間帯は雲の出
現も少なく晴れ間が見える可能性がある」と予想し、翌日に備えました。
講習後も参加者が多く残り、気象の話題に花を咲かせました。

2日目は参加者が各々の予想を念頭に、河童橋までの往復を歩くスノーシューハイクを
行いました。薄い雲が頭上を覆う中でのスタートでしたが、時折雲が取れて岳沢や穂高
の稜線が覗き、素晴らしい景色に恵まれました。行程中はガイドより上高地の成り立ち
の話などを挟みつつ、順調に河童橋まで到達しました。昼過ぎは小雪がちらつく空模様
となったものの風は弱く、終日穏やかな天候でした。参加者の皆様も冬山の気象判断の
実技に加え、大正池から望む真っ白な穂高連峰と空模様をお楽しみいただけたのではと
思います。
お世話になった「さわんどペンションしるふれい」さんは、隅々まで手入れの行き届い
た居心地よい空間です。雪景色の温泉や、温かくおいしい食事で宿泊者を暖かく迎え入
れてくださるご夫婦が印象的でした。この場を借りて改めて感謝申し上げます。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気象委員会　馬杉　寿大

スポーツ振興くじ助成事業

日本の山岳スポーツ団体、どのようなものがあるか、ご存じでしょうか？
（公社 ）日本山岳・スポーツクライミング協会（JMSCA）（47都道府県団体、高体連）、日本勤労者
山岳連盟（47都道府県団体）、日本山岳会（各地支部）
（公財）日本山岳ガイド協会、日本ヒマラヤ協会、全国山の日協議会など
１、山岳スポーツ団体の現状＝多くの団体が衰退・疲弊傾向にあります

写真：山岳写真ASA　庄内　春滋／八海山・池ノ峰付近写真：山岳写真ASA　庄内　春滋／八海山・池ノ峰付近

おいらく山岳会は昭和33年に創立され、本年創立67年を迎える、
40歳以上の方を対象とした中高年の山岳会です。安心・安全、そ
して”生涯健康で安全な山歩きを楽しむ会”をモットーとして活
動しています。現在会員数は700名ほどで、数年前より実施して
いるホームページによる無料体験山行により、ここ数年毎年100
名ほどの入会者があります。
春夏秋冬、ハイキングから北アルプス縦走、岩・沢登り、スキー
山行から街歩き、里山歩きまで幅広い分野で活動しています。
現在37名のリーダーで毎月40～ 50の山行を企画し、月刊誌『山
行手帖』を発刊して、会員相互の親睦を図っています。また安全
や研修に配慮した「安全登山部」「教育部」「入門部」等の部を設
置し、安全登山研修、新入会員入門山行、雪山入門山行、沢入門
山行など、会員の「学びたい」欲求に応えるために山登りの基礎
から実践まで各種の講習も行っています。年間イベントとして5
月の集中山行（高尾山周辺山域など同一山域を1日20企画で山行
実施する）と、10月の「おいらくまつり」（午前中周辺山行、午
後は巾着田付近に集合して会員交流イベントを開催）を毎年実施
しています。人生100年時代、「安心・安全　山を楽しむ」に特化
した山岳会です。
　　　　　　　　　　　　　　　おいらく山岳会　会長　吉野　誠　　　　　　　　

大正池にて 北西から広がる焼岳の薄雲と

応急手当講習

1984年日本山岳会カンチェンジュン
ガ縦走隊で縦走された和田城志さんと、
廣川は南峰8200mまで

馬杉気象予報士による実技前夜の机上講習

　　　　　　　　　　　　　　　おいらく山岳会　会長　吉野　誠　　　　　　　　 応急手当講習

集中山行大菩薩

2025年「都岳連新春の集い」開催報告

り御礼申し上げます。最後にJMSCA名誉会長　田中文男様の一本
締めで楽しかった集いもお開きとなりました。野中選手と談笑さ
れたり、記念撮影をされたり、例年にも増して和やかなひと時を
過ごすことができました。来年は1月17日（土）を予定しており
ます。お呼びしたいゲストがいらっしゃいましたら是非お知らせ
ください。多くの会員の方にご参加いただき、都岳連の発展のた
め親交を深めていただければと思っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事務局長　藤田　智子

2025年1月18日、東京ガーデンパレスにて恒例の新春の集いが
行われました。あきる野市副市長　吉野敏郎様、東京都議会議員　
田村利光様、JMSCA専務理事 小野寺斉様などご来賓の皆様より
ご挨拶をいただき、株式会社山と渓谷社取締役　萩原浩司様の乾
杯の音頭で晴れやかに始まりました。今年は東京及びパリオリン
ピックスポーツクライミング代表　野中生萌選手をゲストにお招
きしました。今後の抱負をお伺いすると共に、練習方法や体のケ
アなどに関する質問にも快くお答えいただき、とても魅力的な選
手であることを改めて実感いたしました。さらに、都岳連所属の
第78回国民スポーツ大会で天皇賞を受賞されたスポーツクライミ
ング選手をはじめ、小学生から大学生までの将来有望な選手10 
名を招待し、それぞれの今後の目標などを熱く語っていただきま
した。ますますのご健闘を期待しております。恒例となりました
ビンゴ大会には、多くの協力団体様より景品をご提供いただき、
会場は熱気に包まれました。ご協力いただきました皆様には心よ

り御礼申し上げます。最後にJMSCA名誉会長　田中文男様の一本

廣川会長からご挨拶

野中生萌選手のご挨拶都岳連所属の
スポーツクライミング選手たち

⑴ 登山・クライミングに関する公共的な取組みが重要なテーマ
登山に関してはアクセス・駐車場・トイレ利用、登山道整備・安全情報提供など、行政と登山団体が協働しレベルを高
めていくことが課題のひとつ。
長野・山梨などの山岳県、都市近郊都府県、地方県など、モデル都道府県を選ぶなどして、JMSCAが他団体にも呼び掛
け、登山分野における行政、公共交通機関等と協働し、登山に関する社会的な活動に取り組とがスポンサーや協業先
確保にもつながる大きなテーマと考えます。
⑵ 事業形態、活動範囲の拡大
SCを含むガイド育成、新規講習、子供や障碍者の野外活動支援などでの事業範囲拡大を通じ、加盟団体、個人会員の
すそ野を広げていくこと。
⑶ 登山・クライミング分野での時代にあった情報発信
現状は個人のSNS、YouTubeを利用した個人による登山、クライミングの情報発信が主流となっていますが、スポー
ツ団体として情報発信を強化し事業、人財・会員確保に結び付けることが大きなテーマです。

公益社団法人東京都山岳連盟　会長　廣川　健太郎

２、山岳スポーツ団体の事業拡大・情報発信・新しいメンバー獲得に向けて



◎宿泊施設
◎奥多摩／三条の湯
◎奥秩父／雲取山荘
◎富士山／三ツ峠山荘、トモエ館
◎谷川岳・関東／谷川岳肩ノ小屋、
　永楽荘、谷川温泉（株）旅館 たにがわ、
　嬬恋の宿あいさい、土合山の家、
　下仁田荒船の湯
◎日光／日光澤温泉、スパ・ビレッジ
　カマヤ、日光湯元温泉（株）奥日光
　小西ホテル
◎浅間／天狗温泉浅間山荘
◎尾瀬／山ノ鼻小屋、尾瀬小屋、燧小屋

◎新潟／柾廣館、燕温泉（有）ホテル花文、
　赤倉温泉大野天風呂「滝の湯」
◎丹沢／蛭ケ岳山荘、みやま山荘
◎八ヶ岳／蓼科山頂ヒュッテ、赤岳天望荘、
　ヒュッテ夏沢、美濃戸山荘、八ヶ岳山荘、
　八ヶ岳オーレン小屋、
　ペンションさんどりよん
◎北アルプス／明神館、太郎平小屋、
　薬師沢小屋、高天原山荘、スゴ乗越小屋、
　みくりが池温泉、雷鳥沢ヒュッテ、
　らいちょう温泉雷鳥荘、ロッジ立山連峰、  
　大和リゾート（株）Royal Hotel 長野、
　中房温泉、殺生ヒュッテ、
　新穂高温泉ひがくの湯と登山者食堂

◎南アルプス／北岳肩ノ小屋、山彦荘、
　赤石温泉
◎東北・北海道／八幡平高原ホテル、
　アルプ天元台、八甲田山荘、飯豊山荘、　
　国民宿舎竜山荘、三斗小屋温泉大黒屋、　
　酸ヶ湯温泉、八幡平リゾート（株）八幡
　平マウンテンホテル、
　(株) 宿かり屋ドッドコム焼走り国際交　
　流村、（有）元湯甲子温泉大黒屋、十勝
　岳温泉凌雲閣（株）
◎関西・中国／ホテル大山しろがね、　　
　ペンションいぶき、皆生温泉（株）三　
　井別館
◎四国／剣山頂上ヒュッテ

◎登山用具販売店
　神田／さかいやスポーツ
◎クライミングジム
　西東京市／クライミング　　
　ジムGIRI.GIRI

全国優待施設案内

安曇野薫風（Ⅱ）
400×500ｍｍ　6版36色摺　越前和紙　顔料　墨

杉山修の山と版画の世界

『鎌倉アルプス　冬の低山歩き』実施報告
こんにちは、おくたま登山学校の松本です。2月の実技講習「冬の低山歩き」では
鎌倉周辺のハイキングコースをアレンジして歩いてきました。いつもは奥多摩周辺
の山で講習を行うのですが、今回は奥多摩を飛び出して、いざ鎌倉へ。京急六浦駅
をスタートして「朝夷奈切通し」を経て天園コースの大平山と六国見山を巡り北鎌
倉駅がゴールです。
鎌倉といえば、源頼朝が「ここを幕府の地とする」とやってきて鎌倉幕府を開いた
歴史の街。道中の見どころで圧巻だったのはなんと言っても「朝夷奈切通し」。六浦
と鎌倉を結ぶ重要な道です。砂岩とは言え手掘りで深さ数十メートルも岩を削って
道を通した鎌倉人のパワーに圧倒されました。切通しの途中には、頼朝の指示で梶
原景時が上総広常を暗殺したあとに太刀を洗った「大刀洗い」があります。私、大
河ドラマの鎌倉殿の 13人を見ていたものですから、なるほど中村獅童が佐藤浩市
を暗殺したあとにここで刀を洗ったのか…そして大泉洋は暗殺を後悔した…と視聴
当時のことを思い出していました。
それはさておき、夏には暑すぎて歩けないような、標高が低い低山を歩くには冬が
最適です。三浦半島や房総半島の低山を歩くなら冬に限ります。歴史も併せて下調
べをしていくと、見え方も変わってくるのでオススメです。次の冬は三浦や房総な
どに出かけてみては、どうでしょう？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おくたま登山学校委員会　松本　圭司

安曇野薫風（Ⅱ）

第13回

　最近は冬の上高地のスノーハイキングが盛んなようである。凜
とした空気の中、快晴ならば上高地の景色は別天地だ。その風景
を求めて多くの写真家が全国から集まってくる。そのカメラマン
達のマナーの悪さが気になってしかたがない。田代池の前では横
並びのカメラの砲列である。一般のハイカーは水辺に近づくこと
もできない。カメラマン同士も一歩でも前へ出ようと競い合って
いる。中には水面に足を踏み入れる者もいる。対岸の雪原にスノー
シューハイカーが歩いていると邪魔だー！と怒鳴る者までいる。
写真家はそんなに偉いのか。ルール、マナーがあるだろうにと・・。
それらの集団の態度にそばに居て不愉快になってしまった。夏山
でも登山道から外れて樹林のなかに入り込む者、木道から外れて
三脚を立てる者もいる。他の人と違うアングルを狙いたい気持ち
は分からんでもないのだが・・。
　さて、今回の作品は信州安曇野の山麓風景です。常念岳にもま
だ残雪が豊富ですが、農家の人は忙しく働いています。田植え前
の田起し作業。現代は農耕機器が効率よく働いてくれますが一昔
前は人力、牛力に頼っていたのでしょう。安曇野に吹く風も柔ら
かく香って感じられます。畦道には野草や芝サクラも咲き春を謳
歌しています。

集合写真

朝比奈切通し

プロフィール
杉山 修(すぎやま おさむ)
1946 年 東京、下町に生まれる。
登山活動の傍ら、四季を通して、写真・スケッチの取材を行い、山岳風景をテーマに、
自摺り、自彫りの木版画を発表している。
好山会会員、日本山岳画協会代表幹事、日本版画院同人、日本山岳文化学会会員
ホームページ :osamuhanga.com

◎南アルプス／北岳肩ノ小屋、山彦荘、 ◎登山用具販売店

朝比奈切通し

2月 8日から 9日にかけて、マウンテンスクールの冬山実技3、縞
枯山ハイキングに参加しました。
冬山の実技は 12月の乗鞍での雪上訓練、1月の雪洞訓練に続いて
今回が 3回目ですが、実際にアイゼンをつけてピークを目指して
歩くのは初めてなので、とても楽しみにしていました。ところがそ
の少し前から日本列島は最大とか最強とか言われる寒波に見舞われ
て、本当に開催されるのだろうかと落ち着かない数日を過ごしまし
た。
土曜日の朝、新宿に集合して、集合するからには出発するのだろう
と覚悟を決めました。それでも登るのか半信半疑でいたら、バスの
中で、天候次第では登頂は明日になるかもしれないと案内があった
ので、風雪の強いなか登る不安は少し解消されました。
北八ヶ岳ロープウェイでは、山麓駅からすでにガスがかかっていま
した。山頂駅では風も強く視界も悪く、やはり縞枯山は明日に見送
ることにして、五辻を通って麦草ヒュッテに向かいました。とにか
く風雪に耐えながら歩いたので、雪の上を歩く楽しさを味わう余裕
はありませんでした。やっと着いた麦草ヒュッテは心温まる場所で、
この日一番深く安堵しました。
明くる 9日は気象条件が少し良くなったということで、縞枯山に
登ってロープウェイ山頂駅まで歩きました。アイゼンをつけた足は
重く、一歩一歩踏みしめて登りました。
実際にアイゼンをつけて雪山を歩くことができてよかった、一人だ
と絶対に来ないようなお天気の中、山を歩くことができてよかった、
と今は思っています。貴重な経験でした。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　マウンテンスクール受講生　Ａ様

マウンテンスクール冬山実技3　体験記　安全登山教室委員会より・受講生の声

＜出版委員会からのお知らせ＞
とがくれん通信のタイトル写真を皆様から募集いたします!!

都岳連ホームページ山岳写真募集コーナーへ「とがくれん通信タイトル写真用」
とコメントをいれて応募してください。

2024年12月22日（日）に遭難対策教室として『山のファーストエイド(テーピング術)』の
講習会を東京都山岳連盟事務所にて行いました。
講師として専門家の岡田先生を招いて、山岳地域の事故で的確な応急手当を施すことのでき
る登山者の育成を目的にテーピングの基礎と登山に活用できる足首・膝痛予防のテーピング
術を学びました。重い荷物を背負って不安定な足場を長時間歩行する登山では、実に3人に1
人という高い割合で捻挫を経験したことがあるとのアンケート結果もあります。講習会では
足首の固定テーピングを繰り返し実践しました。巻き方にアンカー、スターアップ、ヒール
ロックと聞き慣れない言葉、複雑な手順ということもあり、最初はきつ過ぎたり歩いている
と弛んできたりとなかなか上手くいきませんでしたが、巻く時の注意点、改善点を個々に教
えてもらうことで形になってきました。症状の程度にもよりますが、軽度の捻挫であればテー
ピングで患部の炎症を抑えつつ下山できる場合もあるとのこと、いざという時の自衛手段と
して覚えておくと良い技術です。登山者によくある膝の痛みの対策には、膝の痛みの箇所によっても複数の処置があり、受講生それぞ
れの膝の悩みに合わせた巻き方を教えて頂けました。非伸縮性のホワイトテープを使った固定の他に、伸縮性のキネシオテープを使っ
た痛みの予防もあります。
永く山を楽しむためにも有効で奥の深いテーピング技術を習得してみませんか？　　　　　　　　　　　遭難対策委員会　花木　俊介
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麦草ヒュッテの前で集合写真

樹氷の中を歩く

雪の東屋で休憩


